
コージェネ導入事例

熱
電
併
給
と

高
効
率
機
器
の
採
用

　

本
建
物
は
オ
フ
ィ
ス
エ
リ
ア
を
対
象
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目
指
し

て
お
り
、
様
々
な
省
エ
ネ
手
法
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
）
と
東

京
ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ

応
と
し
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
災
害
に
強
い
中

圧
ガ
ス
の
採
用
と
、
停
電
時
で
も
外
部
電
力

を
使
用
す
る
こ
と
無
く
自
力
で
運
転
を
開
始

し
給
電
で
き
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト

仕
様
と
し
て
、
強
靭
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

非
火
災
停
電
時
に
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
非
常
用

発
電
機
の
同
時
並
列
運
転
を
行
い
、
防
災
負

荷
、
保
安
負
荷
へ
の
給
電
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
と
し
て
は
本
線
・

予
備
電
源
２
回
線
受
電
を
採
用
。
オ
フ
ィ
ス

エ
リ
ア
で
は
非
常
用
発
電
設
備
に
よ
り
72
時

間
60 

VA
／
㎡
の
非
常
用
電
源
の
供
給
が
可
能

で
あ
り
、
防
災
備
蓄
倉
庫
や
帰
宅
困
難
者
受

入
体
制
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
て
、
環
境
配

慮
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
最
適
制
御

　

建
物
全
体
の
設
備
を
よ
り
効
率
的
に
運
用

し
て
い
く
に
は
、
熱
・
電
気
の
負
荷
状
況
や

天
候
な
ど
の
状
況
に
応
じ
、
各
機
器
で
無
駄

の
少
な
い
最
適
な
運
転
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
建
物
で
は
コ
ー
ジ
ェ

ネ
ま
わ
り
の
熱
電
最
適
化
に
特
化
し
た
Ｙ
Ｅ

Ｓ
独
自
開
発
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
あ
る
「
Ｙ
–
Ｅ
Ｍ

Ｓ
」
を
最
適
制
御
に
導
入
し
て
い
る
。
季
節

の
排
熱
回
収
状
況
に
応
じ
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運

転
を
高
効
率
で
行
う
「
最
適
運
転
モ
ー
ド
」

で
制
御
を
行
い
、
電
力
需
要
が
設
定
以
上
に

な
る
と
「
デ
マ
ン
ド
運
転
モ
ー
ド
」
に
自
動
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リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
が
２
０
２
２

年
に
共
同
開
発
し
た
４
２
０
kW
常
用
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

４
０
０
kW
ク
ラ
ス
の
出
力
帯
に
お
い
て
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
発
電
効
率
42
・
６
％
を

実
現
し
て
お
り
、
脱
硝
装
置
不
要
で
Ｎ
Ｏ
ｘ

２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
本
製

品
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
２
０
２
２
技
術
開

発
部
門
「
理
事
長
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
と

温
熱
用
プ
レ
ー
ト
熱
交
換
器
、
自
然
換
気
シ

ス
テ
ム
に
利
用
。
発
電
し
た
電
力
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
補
機
電
力
お
よ
び
商
用
電
力
と
系
統

連
系
し
、
ビ
ル
内
電
力
負
荷
を
ま
か
な
う
。

　

高
効
率
機
器
採
用
に
加
え
、
日
射
負
荷
軽

減
の
た
め
の
壁
面
ル
ー
バ
ー
、
Ｌ
Ｏ
Ｗ
–
ｅ

ガ
ラ
ス
、
壁
面
緑
化
、
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム

の
採
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光

発
電
、
風
力
発
電
）
な
ど
の
技
術
も
導
入

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
省
エ
ネ
手
法
に

よ
り
Ｃ
Ｏ
２
発
生
率
を
約
50
％
低
減
し
、
更

に
削
減
で
き
な
い
Ｃ
Ｏ
２
を
グ
リ
ー
ン
電
力
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス
で
オ
フ
セ
ッ

ト
す
る
こ
と
で
実
質
Ｃ
Ｏ
２
発
生
率
「
０
％
」

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
た
め
の

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト

　

建
物
は
中
間
層
免
震
構
造
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
地
震
に
強
い
。
停
電
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム製

モ デ ル 名 EP420G

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）中圧B

定 格 出 力 420ｋＷ

台 数 1台

温水取出温度 90℃（MAX）

効 率
総合：78.4％
発電：42.6％
排熱回収：35.8％

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種

的
に
切
り
替
わ
り
、
契
約
電
力
超
過
の
リ
ス

ク
が
無
い
よ
う
な
運
用
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。「
Ｙ
–
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
共
通

補
機
盤
に
内
装
さ
れ
、
最
適
制
御
に
必
要
な

情
報
は
、
共
通
補
機
盤
と
中
央
監
視
制
御
盤

（
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
か
ら
計
測
デ
ー
タ
を
取
り
込

み
、
配
線
工
事
を
簡
略
化
し
て
い
る
。

　

13
階
ヤ
ン
マ
ー
受
付
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
で
ビ
ル
全
体
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用

状
況
の
見
え
る
化
」を
し
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
状
況
も
確
認
で
き
る
。

将
来
的
に
は
ラ
ン
キ
ン
サ
イ
ク
ル
発
電
機
の

増
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　

取
材
時
に
は
ま
だ
テ
ナ
ン
ト
入
居
前
で
負

荷
が
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
運
転
は
な
か
っ
た
が
、
テ
ナ
ン
ト

入
居
後
は
年
間
運
転
の
予
定
で
あ
る
。
様
々

な
省
エ
ネ
手
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
本
稼

働
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
績
に
も
期
待
し
た
い
。
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　2023年1月、ヤンマーホールディングスは東京・八重洲
に複合施設「YANMAR TOKYO」をグランドオープンした。
東京駅八重洲口の目の前に位置し、八重洲二丁目北地区再
開発と共に旧「ヤンマー東京ビル」から生まれ変わったかた
ちである。ほぼ同時期にオープンした東京ミッドタウン八重
洲と隣接している。
　地下1階から地上2階の全3フロアは“お米の新たな可
能性を咲かせる”こだわりのギャラリーやレストラン、ショッ
プなどが入り、賑わいを創出している。本建物はカーボン
ニュートラルの実現（実質CO₂発生率「0％」）を目指してお
り、カーボンニュートラルに向けた様々な環境負荷低減の取
り組みを紹介する。

コージェネ導入のポイント
カーボンニュートラルに向け、 
熱電併給と高効率機器の採用
ＢＣＰ対応のためのブラックアウトスタート
ＥＭＳ（エネルギーマネジメントシステム）による
最適制御

1

2

3

Co-GENET Vol.32

トータルエネルギーソリューションで
カーボンニュートラルの実現へ

YANMAR TOKYO

■ 施設概要
所 在 地 東京都中央区八重洲二丁目1番1号
建物規模 地下3階、地上14階、塔屋1階
構 造 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造（中間免震構造）
面 積 建築面積：1,360㎡／延床面積：21,775.59㎡
用 途 テナントオフィス、商業施設

Case3
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デジタルサイネージ画面イメージ

SDGs コージェネ

ガスエンジン・コージェネ（420kW×1台）


